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　Tokyo is expected to enter into an aging society in the near future.In this project ,accoreding 
to building bases for general welfare and using mobility to connect there make it possible to 
construct complex programs.The base and mobility make a network for welfare involving the 
entire commmunity and connection with people of many generations.
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　現代社会は高齢化や待機児童問題など様々な問題点
と課題点を抱えている。高齢者のケアを行う施設や待
機児童対策のための空きテナントを利用した保育室な
どは、地域に対して閉鎖的な建ち方をしており、将来
的に人口減少・高齢化が加速するにあたり、福祉に関
わる建築のあり方の再考が必要だと考えた。
　本提案では、東京都世田谷区若林を対象に、地域ぐ
るみでの福祉を可能とする”まちぐるみ福祉”のネッ
トワークシステムを提案する。そこでつくられる新た
な建築は、この地域に住む多世代の人々のための受け
皿となり、まちを支えていくことを目指す。
２. 事例研究
東京都における高齢者・子どもに関する問題と現状
〈高齢化問題〉　
東京都の人口は、今後もしばらく増加を続け、2025
年の 1,398 万人をピークに減少に転じるものと見込
まれている。また、老年人口は 2015 年の 301 万人か
ら、2050 年の 419 万人まで増加し、2060 年には 395 万
人と減少する。しかし、そのうちの 75 歳以上の人口
は徐々に増加傾向にあるが、生産年齢人口は減少傾向
にあるため、2015 年には現役世代（生産年齢人口）2.9
人で１人の高齢者（65 歳以上）を支えているのに対
し、2060 年には 1.7 人で１人の高齢者を支えることに
なる。 
　このように、高齢者サポートを受け持つ年代が幅広
くなったことは地域の中でより多くの人たちが高齢者
福祉に関わっていくことにつながる。身近な高齢者を
支えていくためのシステムづくりが必要となると考え
られる。（図 1,2）
〈地域包括ケアシステム〉
　高齢化が加速する日本において厚生労働省によっ
て、2025 年（平成 37 年）を目途に、高齢者の尊厳の
保持と自立生活の支援の目的のもとで、可能な限り住
み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで
続けることができるよう推進されている、地域の包括
的な支援・サービス提供体制のことを指す。
　『介護』『医療』『予防』『住まい』『生活支援・福祉サー
ビス』の 5 つの要素が相互に関係、連携しながら自治
体単位で成り立つ。それぞれの自治体には、地域の高
齢者の相談を受けたり、地域の支援体制づくり、介護
予防のための援助などを行い、高齢者の保健医療の向
上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的とし
た地域包括支援センターを設置し、実現に向けた中核
的な機関とする。
　また、高齢者が要介護状態等となることの予防また
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図 1　東京都の年齢階級別人口の推移
は要介護状態等の軽減、悪化の防止を目的として行う
「介護予防」も同時に重要視されている。これまで介
護予防とされていたものは、高齢者の心身機能改善の
ための機能回復に偏っていたのに対し、これからは介
護予防のための『活動』やそこへの『参加』に焦点を
当て、地域の中に高齢者の居場所をつくるようなアプ
ローチをすることが重要視されている。介護予防のの
ち、要支援になってからも生きがいや社会的役割を持
ちながら生活できる地域の実現が望ましいとされてい
る。
〈待機児童問題〉
　女性就労者の増加に伴い、子どもの小さいうちから
保育園や保育所に預けることが一般的になってきた。
しかし、その需要に対して受け入れ規模（供給）が追
いついていない。保育受け入れ数が増えにくい理由と
して、『保育施設の増設が難しいこと』『保育士の不足』
が考えられる。
　近年、保育施設は "NIMBY”（ニンビー）施設として
扱われることが多くなった。”NIMBY" とは、”Not In 
My Back Yard”の略で、「施設の必要性は認めるが、
自分の家の近くには建てて欲しくない」と言った住民
による反対を指す。音や給食の匂いなど、迷惑施設と
捉えられてしまうことで、住宅地内に建設をすること
が難しくなっている。また、都心では少しでも多くの
子どもたちを受け入れる為にも、ビルの空きテナント
に保育所が設けられるなどしているが、同時にたくさ
んの子どもを預かることができないことや、狭く閉鎖
的な空間での保育には環境改善が必要とも考えられ
る。
　一方で、保育士の不足も課題点である。責任の重大
さや就業時間が希望と合わないことなどから、保育所
での就業を望む人が少ないため再就職の受け入れなど
が難しいことや、指定保育士養成施設卒業者のうち、
約半数は保育所に就職せず、かつ早期離職の傾向があ
る。（図 4,5）
　以上より、地域における "NIMBY" の誤解を解くこと
や、保育士に代わる（保育士のサポートをする）ひと
を巻き込んだ保育と保育施設のあり方が求められてい
ると考えられる。
３.対象敷地
（1）東京都世田谷区若林
　
　世田谷区若林は、住宅街が広がり、都心までもバス
や電車ですぐ出ることができるため、若い人の流入も
多い。住宅の更新は常に至る所で行われているが、未
だなお老朽化した住宅や木賃アパートが多く残り、そ
こには高齢者や単身の若者などが多く住んでいる。
　この地域の課題点として、交通インフラによる地域
の分断が挙げられる。東急世田谷線により南北を、東
京オリンピックごろに開通した環七通りにより東西を
分断されており、地域の中でのエリア同士の関係は希
薄になっている。この分断は、地域に多く住む高齢者
や小さな子供を連れた親などには障壁ともなってお
り、街の中にはデイケアや老人会館などの福祉施設や
サービスが点在しているが、これにより地域全体では
満足に利用できていないように感じられた。
（2）世田谷区における福祉に関する取り組み
　世田谷区では、『一般財団法人　世田谷トラストま
ちづくり』により、区民による地域共生のまちづくり
が推進・支援されている。空き家等ストック建物の再
生・再活用の支援も行われ、「地域共生のいえ」とし
て暮らしやすい地域環境や地域の絆を生むための場が
提供されている。そのうちの一箇所である『シェア奥
沢』では、空き家になっていたオーナーの自宅スペー図 2　東京 23 区における待機児童数の分布
図 4　保育士としての勤務年数
注：対象は、保育資格を有しながら保育士としての
       就 職を希望しない求職者のうち、保育士としての
       勤務経験があるもの
図 5　東京都世田谷区若林　航空写真
図 6　商店街 図 7　木賃アパート
図 3　保育士養成施設で保育士資格を
取得して卒業したものの就職先
スをリノベーションし、2013 年から地域で活動する
団体をはじめとした地域住民に開放され、コワーキン
グスペースとしても貸し出されているほか、曜日ごと
に様々な活動がされている。
　また、ここでは 65 歳以上の要支援認定でない高齢
者を対象に、デイサロンが週に 1 回開かれている。（図
8）これは、通常のデイサービスとは異なり、送迎は
なく参加者は自分の足で訪れ、体操などの軽い運動
や、音楽などのプログラムを行う。家にこもりがちに
なってしまう高齢者が外へ出向き、活動することで介
護予防に役立てるための取り組みである。ヒアリング
により、高齢者が自らの足で訪れることで、毎週会う
友人ができ、家でじっとしていては体験できない経験
をするきっかけができていることに加え、このよう
な機会が週に 1 回でもあることで、日常生活が活発に
なっていることが分かった。一方で、リタイア層の人
たちの中には、このように”集まる”ことに対して消
極的になってしまっていることも多いことも明らかに
なった。
　さらに世田谷区では、世田谷市民大学や世田谷生涯
大学のように区民に向けた学習の場が提供されてい
る。世田谷生涯大学では、60 歳以上を対象に『学習』
と『健康体育』を週 1 回、2 年間かけて受講していく
ことで、それぞれがそこで習得した知識と経験を生か
して、自主的に社会活動を行うための拠点である。修
了生は、培ったネットワークを活かして高齢者が気軽
に集まれる場を提供する地域支えあい活動や、高齢者
の相談支援活動、生涯学習、健康づくり等の地域活動
を行なっていることが分かった。
　このように、『仕事は引退したがまだ何かできる』
高齢者が活動の場を見つけ、地域福祉に関わっていく
ための機会の提供を行うことがその地域の将来に重要
な役割を果たすと同時に、これらを実現していくため
の建築側からのアプローチをすることはできないだろ
うか。
３.設計 /提案
（1）まちぐるみ福祉
　『福祉』は通常、専門職（介護士や保育士など）と
高齢者や子どものやり取りであったが、介護予防の考
え方や待機児童対策の裏の保育士不足など、専門の知
識を持った人の他に、地域住民などがサポートできる
場づくりが必要になっていると考える。地域全体で高
齢者や子ども、その親を支えていくために『まちぐる
み福祉』といった福祉のあり方を提案する。
　『まちぐるみ福祉』は、地域の中の多世代の住民た
ちが支えあいながら福祉を行なっていく考えである。
地域包括ケアといった取り組みがなされているが、『ま
ちぐるみ福祉』はソフト面の関わりにさらにハード面
としての建築が福祉に対してアプローチするための構
想を含む。
（2）まちの中にたまり庭をつくる
　本計画では、4 箇所の敷地を設定する。空き家や老
朽化した住宅などのハブを街区の中から取り出し、街
区内を通り抜けることのできる敷地を抽出する。そこ
へ計画する拠点は、敷地に屋根をかけ大きな広場をつ
くりだすような建築形態を目指す。広場ができること
で、移動ユニットや人の交わる場、人のたまりをつく
り多世代の居場所をつくりだすことを目指す。
図 8　デイサロンの様子
拠点ができる 多世代の人が関わる 拠点を結ぶ骨格ができる 移動するユニット
ネットワークづくりを
可能とする
図 9　システムイメージ
図 10　拠点と移動ユニットのプログラム
図 11　敷地抽出のプロセス
〈1〉3m 以上の道を必ずもつ街区を抽出し
老朽化住宅や空き家を浮かび上がらせる
〈3〉それらをひとまとめに、敷地内に
道を内包し、新しい建築へ建て替える
〈2〉街区を通り抜けるような
空地ができる
（3）移動システムの導入
　それぞれの拠点での福祉をネットワーク化、『まち
ぐるみ福祉』の骨格をつくる。そのための手助けとし
て、拠点とセットで”移動可能なユニット”による拠
点間移動システムを導入する。
　4 つの拠点はそれぞれの機能を持ち合わせたユニッ
トを所有し、それらが拠点間を移動していくことでよ
り複層的なプログラム構成を可能とする。
　近年、自動運転の技術が発達している。現在自動車
は人が乗るためのものであるが、将来的には無人の状
態である空間を移動させることが可能になると考えら
れる。そこで、本計画で用いる移動ユニットは無人で
の自動運転による移動とし、人を運ぶための従来の自
動車ではなく、ものを運び、人の元にやってくる空間
としての機能を持つ。
（4）移動ユニットのもたらす拠点内のふるまい変化
　それぞれの拠点では、やってくるユニットによって
建築側の使われ方ともの・ひとのふるまいが変化す
る。
　ユニットが拠点に付属すると、全く異なるプログラ
ムの空間が現れる。食ユニットが付属すると、診療所
の談話スペースは食堂となり、健康対策に効果をもた
らすほか、保育スペースに高齢者向けの機能が付属す
ると多世代の交流の起こる場が現れるなど、多様な空
間でものや人が移り変わっていく。
４.おわりに
　本提案では、多世代の人々にはたらきかける建築の
かたちとして、以上のような建築の計画を行なった。
今後、家に引きこもりがちな高齢者や小さな子どもを
もつ親など、遠くまで何かをしに出かけることが難し
い人たちが増えていくと考えられる。その際に、プロ
グラムの移り変わる建築ができることで、外に出る
きっかけをつくり、そのきっかけがまちの中に広がっ
ていくことで、福祉という従来建物の中に閉じこもっ
ていたものを地域全体で担っていくことが可能になる
のではないか。
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